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マーケットエッジＦＸ週報 (エマージング通貨)

【南アフリカランド】
リスクオフ化しなければ押し目買い

【トルコリラ】
地政学リスク緩和期待も、上値の重さ維持

【トルコリラ】

今後1週間の予想レンジ 3.55～3.65円/リラ

過去1週間のレンジ 3.57～3.63円/リラ

【南アフリカランド】

今後1週間の予想レンジ 8.20～8.45円/ランド

過去1週間のレンジ 8.29～8.41円/ランド

トルコリラは、1リラ＝3.6円水準でやや上値の重い展

開になった。ウクライナ停戦・和平への期待感が強く

なっていることはポジティブだが、地政学リスクの軽

減評価で買い進むような動きは見送られている。ウク

ライナの安全保障を巡って米国や欧州が動いており、

今後はウクライナとロシアの首脳会談開催への期待感

もあるが、まだロシアが本当に和平実現に向けた取り

組みを見せるのかは不透明感が強い。トルコ中央銀行

は8月14日、インフレ率を2026年末までに16%、27年末

までに9%まで低下させることを目指すとした。インフ

レ目標とは別に、政策軌道の透明性を確保するための

新たな目標設定になる。しかし、これでリラ相場の安

値修正を進めるような動きはみられなかった。

ドル安やリスクオン環境でも買いが入らず、地合は悪

い。逆に急落する必要性は薄れているが、このまま尻

や鵜の展開が続く可能性が高い。特に注目度の高いイ

ベントも予定されておらず、このまま3.5円台にコア

レンジを切り下げる展開を基本に、修正高のリスクを

警戒する地合が続こう。

南アフリカランドは、1ランド＝8.4円水準で上げ一服

となった後、8.3円水準まで小幅下落する展開になっ

た。8月21～23日のジャクソンホール会議を控えて、

持高調整の動きが中心だった。リスクオン環境もあっ

て新興国通貨・高金利通貨が買われる展開になってい

たが、持高調整の動きが上値を圧迫している。7月消

費者物価指数は前年比3.5%上昇となり、前月の3.0%上

昇から伸びが拡大した。しかし、市場予想は3.6%上昇

であり、ほとんど材料視されることはなかった。中央

銀行のインフレ目標3～6%の下限割れが回避され、利

下げを急ぐ必要性が後退したことはポジティブ。一方、

中国経済の減速懸念で、鉄鉱石や石炭相場の上値が圧

迫されたことはネガティブ。

ジャクソンホール会議がイベントリスクになる。ここ

でドルの急伸、株価急落といった動きがみられないの

であれば、ランド相場の下落余地は限定されよう。特

に株高環境が維持されると、ランドも改めて下値を固

める展開になりやすい。調整売りが一服すると、改め

て8.4円水準を打診しよう。ただし、リスク投資のセ

ンチメントに強く左右されるだけに、ジャクソンホー

ル会議を受けて株高環境に一服感が強まると、8.14～

8.2円水準までもう一段階の下値切り下げが打診され

る。
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マーケットエッジＦＸ週報 (エマージング通貨)

【メキシコペソ】
ジャクソンホール後に混乱なければ底固い

メキシコペソは、1ペソ＝8.0円水準に抵抗を受けた後

の調整売りで、7.8円台まで小幅下落する展開になっ

た。特に目新しい売買材料は見当たらなかったが、8

月21～23日のジャクソンホール会議がイベントリスク

として警戒され、調整売りが上値を抑えた。対円と対

ドルの双方で調整売りが先行している。投資家のリス

ク選好性が高まっていることは、新興国通貨・高金利

通貨にポジティブだが、イベント前の持高調整の動き

が優勢だった。

上げ一服後の調整売りが優勢だが、ジャクソンホール

会議でドルの急伸、株価急落といった動きがみられな

いのであれば、ペソ相場の下落余地は限定されやすい。

メキシコの政策金利は切り下がっているとはいえ

7.75%であり、金利差狙いの買いが入りやすい環境に

変化は見られない。メキシコ経済の減速懸念が強まる

中、8月22日の4～6月期国内総生産（GDP）がイベント

リスクとして注目されるが、予想外のマイナス成長に

落ち込むようなことがなければ、ペソ相場に対する影

響は限定されよう。ジャクソンホール会議後にリスク

オフ化が進まない前提であれば、7.7～7.8円水準を下

値目途に、改めて8.0円を試す展開になろう。
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【政策金利の推移】

【メキシコペソ】

今後1週間の予想レンジ 7.70～8.00円/ペソ

過去1週間のレンジ 7.80～7.90円/ペソ
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（％） 南アフリカ トルコ メキシコ

2023/01 7.25 9.00 10.50

2023/02 7.25 8.50 11.00

2023/03 7.75 8.50 11.25

2023/04 7.75 8.50 11.25

2023/05 8.25 8.50 11.25

2023/06 8.25 15.00 11.25

2023/07 8.25 17.50 11.25

2023/08 8.25 25.00 11.25

2023/09 8.25 30.00 11.25

2023/10 8.25 35.00 11.25

2023/11 8.25 40.00 11.25

2023/12 8.25 42.50 11.25

2024/01 8.25 45.00 11.25

2024/02 8.25 45.00 11.25

2024/03 8.25 50.00 11.00

2024/04 8.25 50.00 11.00

2024/05 8.25 50.00 11.00

2024/06 8.25 50.00 11.00

2024/07 8.25 50.00 11.00

2024/08 8.25 50.00 10.75

2024/09 8.00 50.00 10.50

2024/10 8.00 50.00 10.50

2024/11 7.75 50.00 10.25

2024/12 7.75 47.50 10.00

2025/01 7.50 45.00 10.00

2025/02 7.50 45.00 9.50

2025/03 7.50 42.50 9.00

2025/04 7.50 46.00 9.00

2025/05 7.25 46.00 8.50

2025/06 7.25 46.00 8.00

2025/07 7.00 43.00 8.00

2025/08 7.75

2025/09

2025/10

2025/11

2025/12
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マーケットエッジFX週報 (注意事項／お問い合わせ先)
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の正確性、安全性を保証するものではありません。また、本レポートに記載された見解や予測は、

本レポート発行時における弊社の判断であり、全部または一部が予告なしに変更されることがあり

ます。

本レポートを使用することに生ずるいかなる種類の損失についても、弊社は責任を負いません。

本レポートの著作権は、原則として弊社に帰属いたします。本レポートにおいて提供される情報に

関して、弊社の承諾を得ずに、当該情報の複製、販売、表示、配布、公表、修正、頒布または営利

目的での利用を行う権利を有しません。
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